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③
生
活
必
需
品
の
資
い
物

⑤
医
療
機
関
等
と
の
連
絡
、
判
明
日
院

の
介
助

⑦
そ
の
他
、
必
要
な
安
事
介
護

こ
の
外
、
で
き
る
限
り
の
範
殴

内
で
、
通
四
回
や
通
学
'
外
山
山
の
介

平
塚
市
で
は
、
寝
た
き
り
老
人
や
障
害
者
な
ど
の
方
の
た
め
、
在
宅
済
担
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
助
、
母
子
・
父
デ
家
燈
へ
の
派
遣

(
臼
み
工
事
業
)

さ
せ
よ
う
と
、
ぺ
在
宅
福
校
サ
ー
ビ
ス
実
施
検
討
委
員
会
」
を
中
心
に
一
一
か
苛
に
わ
た
る
検

i
i
j
/

な
ど
も
行
い
ま
す
。

J

j

J

{

派

議

翠

毒

警

〕

討
の
替
市
、
社
会
議t
祉
協
受
口
内
に
「
在
宅
簿
投
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
ゑ
醤
す
る
こ
と
に

z
i
E
¥

j
i
i
i弘
、
月
濯
臼
か
ら
土
縫
臼
ま
で
の
午

な

り

ま

し

た

。

当

君

主

事

業

と

し

て

は

、

警

で

主

主

委

と

す

る

方

々

を

対

象

に

、

二

↓

前

九

時

か

ら

主

五

時

ま

で

と

し

桁
談
@
助
言
サ
ー
ビ
ス
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る
家
事
援
助
サ
i
ピ

ス

な

ど

を

、

で

き

る

娘

一

一

一

ま

す

。

た

だ

し

、

必

嬰

に

応

じ

て

り

の

警

で

行

う

こ

と

に

な

芸

。

現

在

、

霊

長

の

予

算

案

が

一

一

一

言

書

で

一

一

一

義

八

時

ま

で

延

長

Z
S

一
一
一
で
き
ま
す
。
白
問
曜
日
と
休
日
は
休

審
議
出
で
す
が
、
議
決
さ
れ
た
後
、
四
月
一
口
か
ら
ス
タ
i
ト

の

予

定

で

す

。

一

一

一

一
一
一
み
で
す
。
(
た
だ
し
ガ
イ
ド
ヘ
ル

今
ま
で
、
在
宅
福
松
サ
ー
ビ
ス
で
主
著
必
婆
と
す
手
市
民
一
の
世
帯
ゃ
、
低
所
得
世
帯
な
ど
の
家
一
一
一
パ
ー
は
除
き
ま
す
)

は
、
平
塚
市
内
訳
室
員
派
遣
事
震
に
ホ
i
ム

ヘ

ル

パ

ー

に

よ

庭

が

起

し

よ

う

と

す

る

と

き

義

一

船

時

間

は

、

一

日

六

時

間

以

内

業
著
書
に
喜
ら
れ
て
い
る
る
幸
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
は
、
従
来
ど
お
り
、
事
な
事
務
一
件
峨
一
喜
一
二
十
六
時
警
限
度
と
し

と
お
り
、
日
時
草
一
討
を
営
む
の
に
す
。
ま
た
、
相
談
数
百
サ
ー
ビ
ス
所
に
出
し
込
ん
で
い
た
だ
き
ま
…
叫
凋
ま
す
。

支

障

が

あ

る

考

会

、

重

度

の

身

窓

口

義

援

し

ま

す

。

す

。

富

市

嘉

警

は

著

し

、

ぷ

〓

{

へ

ん

で

の

襲

撃

}

薬

害

者

及

び

心

身

警

児

の

い

介

護

主

雪

す

長J
等
、
家
庭
奉
仕
員
か
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
1

仔
μぺ
昼

間

主

則

九

時

3
午
後
五
時
)

る
中
怒
号
、
人
舎
で
き
な
い
場
干
ム
ヘ
ル
パ
i
議

室

浮

か

を

決

定

し

、

重

し

ま

す

。

議

〉

一

時

間

六

百

五

十

円

合
に
、
家
庭
奉
仕
績
を
派
遣
し
た
い
場
合
は
、
ま
ず
判
在
宅
福
祉
そ
れ
で
は
、
在
宅
論
社
サ
l
ピ

i
i
i
¥

夜
間
(
午
後
五
時
1
八
時
)

て
、
家
事
交
差
守
の
お
手
伝
い
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
み
ス
セ
ン
タ
ー
の
雲
井
紹
介
し
ま
②
重
度
の
主
持
主
口
者
の
家
庭
。
一
時
筒
:
八
百
十
円

を
し
て
き
ま
し
た
。
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
派
遺
の
す
。
③
重
度
の
心
身
障
害
泊
四
の
家
庭
。
之
の
外
に
、
事
務
費
と
し
て
一

新
し
く
設
寵
さ
れ
る
在
宅
嶺
社
必
婆
性
喜
一
怒
茎
霊
し
、
決
{
対
象
と
な
ゑ
懇
館
山
③
そ
の
外
、
「
在
宅
で
介
護
を
必
か
月
六
百
五
十
円
と
、
ヘ
ル
パ
ー

サ
ー
ピ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
今
ま
で
定
し
て
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
宮
重
吉
を
営
む
の
に
支
一
障
の
要
と
す
る
市
民
」

m
民
家
庭
が
対
象
の
交
轟
工
事
)
者
負
担
し
て

行
っ
て
き
た
家
庭
奉
仕
長
返
義
潰
し
ま
す
。
た
だ
し
、
南
一
主
事
業
あ
る
、
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
と
な
り
ま
す
。
い
た
だ
き
ま
す
。

度
の
お
手
伝
い
の
外
、
自
主
事
業
と
し
丈
行
う
の
で
有
料
で
す
。
の
お
年
寄
り
の
い
る
家
庭
で
、
そ
宝
な
サ
j
ピ
ス
内
務
〕
摂
家
庭
奉
仕
員
派
遣
董
車
道
営
委

と
し
て
、
家
庭
泰
佼
員
制
度
等
法
ま
た
従
来
か
ら
家
庭
奉
仕
員
の
家
族
が
介
護
を
行
え
な
い
よ
う
争
相
談
助
言
サ
ー
ビ
ス
(
無
料
)
綱
で
定
め
ら
れ
て
い
る
介
護
対
象

的
に
認
め
ら
れ
て
い
な
い
「
室
の
派
遣
を
受
け
て
い
た
生
活
保
護
な
受
『
介
護
に
必
要
な
、
露
。
審
者
の
家
庭
も
、
待
問
延
長
等
肉
じ

サ
ー
ビ
ス
の
襲
提
供
や
裏
切
よ
う
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
1
の
利
用

助
言
を
行
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ふ
が
で
き
ま
す
。
詳
し
い
ζ
とは、

ろ
の
入
れ
方
令
食
事
の
泣
藷
の
仕
市
福
耕
雲
一
務
所
福
祉
総
務
設
に
お

か
方
等
、
い
ろ
い
ろ
な
相
設
・
勧
告
E

た
ず
ね
〈
だ
さ
い
。

前

に

応

じ

ま

す

。

を

棋

譜

道

サ

i
ピ
ス
セ
ン
タ
i

m
争
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
(
有
料
)
の
護
霊
前
介
綴
り
緩
い
務
開
口

N

塗
輩
仕
員
高
じ
サ
ー
ビ
ス
常
務
葉
館
内
(
平
塚
市
追
分
1

↓
を
行
い
ま
す
。

1
1
M
M

電
話
国
お
三
二
二
二
)

ん

①

食

事

の

世

話

。

月

濯

臼

よ

議

長

竺

午

前

八

開

審

綴

の

議

補

修

時

一

司

一

斉

1
F季
五
時
)
ま
て

み
⑦
再
出
出
同
等
の
掃
除
、
繁
期
暗
整
と
ん
土
曜
臼
は
(
八
時
三
ナ
分

t十
ニ

イ
一
切
身
の
回
り
皇
諮
問
「
一
一
さ
ま
で

叫
へ
ん
パ
i
i
饗
饗
襲
中

ムト
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
に
理
解
と
情
熱
答
有
す
る
六
十
五

た
る
ホ
i
ム
ヘ
ル
パ
ー
は
、
一
月
号
歳
未
満
の
健
康
な
方
で
、
家
事
の

制
広
報
紙
で
一
募
策
し
た
き
ろ
、
こ
で
き
主
と
な
っ
て
い
ま
す
。

議
月
十
七
内
口
現
在
百
十
人
の
方
が
応
顕
在
宅
福
社
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

応
募
さ
れ
で
い
ま
す
。
現
在
も
、
募
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、
社

集
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
社
会
会
福
特
務
議
会
(
電
4

訪
ね
二
三

福
祉
協
議
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
三
三
)
へ
。

さ
い
。
応
募
資
格
は
、
福
祉
活
動

缶詰相jiiiii璽唾輩出
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要事452望号

が
関
か
れ
、
審
議
さ
れ
、
可
決
さ

れ
た
。

{
市
税
条
例
の
一
部
改
変
}

地
方
税
法
の
令
部
を
改
正
す
る

法
律
の
公
布
に
伴
い
、
市
中
成
元
年

四
月
一
回
か
ら
適
用
と
な
る
部
分

に
つ
い
て
、
所
妥
の
改

A

正
を
行
っ

3
月
初
日
(
月
)
一
た
も
の
。

「
平
塚
市
企
雷
部
広
務
諜
一
主
な
改
正
内
容
は
、
億
人
市
民

ノ
ど
い
係
」
へ
。
一
税
の
所
得
一
部
に
係
る
税
軍
区
分
を

'
宇
加
平
塚
市
浅
嗣
同
町
9
1
1

一
一
現
行
の
七
段
階
か
ら
沼
段
階
に
緩

I
l
l
i
-
-
l

一
和
レ
、
障
害
者
、
未
成
年
者
、
老

主
主
崎
、
一
年
者
及
び
寡
婦
の
非
築
制
vd
限
度
額

臨
時
市
議
再
で
訂
一
時

44Z25

一
を
主
汀
の
百
万
円
か
ら
吉
二
十
五

億
円
の
補
正
を
一
万
円
に
山
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、

一
新
た
に
寡
夫
を
対
象
に
追
加
し
、

二
月
十
六
臼
臨
時
市
議
会
が
関
一
適
用
対
象
の
拡
大
量
っ
た
。
一
土
器
発
公
社
に
鐙
定
し
て
い
た
一
品
貸
付
制
度
」
を
四
月
か
長
始
一
に
な
っ
た
。
一
一
月
一
日
現
在
で
、

撞
さ
れ
、
十
二
月
定
例
市
議
室
で
一
ま
た
、
市
た
ほ
こ
消
費
税
に
つ
一
用
地
の
買
収
費
償
還
金
の
計
上
を
一
す
る

Eに
な
っ
た
。
ご
利
用
者
。
一
次
に
該
当
さ
れ
る
方
単
語
を
。
一
神
奈
川
綴
で
は
幸
で
生
活
し

継
続
審
議
と
な
っ
て
い
た
「
決
算
一
い
て
は
、
消
費
税
の
創
設
に
伴
こ
し
た
そ
の
話
、
震
田
喜
一
マ
対
象
課
長
会
、
覧
会
、
土
護
費
給
付
金
の
対
象
者
二
て
い
る
霊
降
雪

Z
Zを

の
警
が
、
重
の
結
果
可
決
一
て
名
称
を
市
議
長
に
改
正
一
に
よ
る
も
の
て
寝
室
出
金
と
一
子
供
会
、
青
少
年
団
体
な
ど
、
三
重
の
年
金
、
主
を
受
け
て
い
一
支
給
し
て
い
る
。
を
該
当
さ
れ

さ
れ
さ
ま
た
、
事
条
例
の
こ
し
、
税
率
の
童
書
っ
た
。
霞
一
警
に
伴
う
も
の
や
物
件
費
に
つ
一
ミ
ュ
二
一
言
語
を
す
露
一
晃
一
る
方
は
手
続
言
。

部
改
正
や
補
正
予
算
な
ど
十
案
件
一
気
税
、
ガ
ス
税
は
、
消
費
税
の
導
一
い
て
措
援
を
講
じ
た
も
の
。
一
マ
貸
し
出
す
備
品
績
果
子
機
、
一
①
老
齢
福
祉
牛
金
②
出
際
筈
一
な
お
、
す
で
に
手
当
を
支
給
さ

急
激
に
遂
行
す
る
宜
闇
鋭
化
社
会
一
マ
臼
時

3
Z臼
(
月
)
午
後
一
が
提
案
さ
れ
た
が
、
霊
ど
お
り
一
入
に
よ
り
廃
止
し
た
。
て
」
の
結
果
、
今
宮
空
智
正
ッ
フ
コ
l
ン
機
、
重
機
、
テ
一
福
祉
年
金
に
相
当
す
る
障
害
基
礎
一
れ
て
い
る
方
は
手
続
き
の
必
霊

童
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
一
1
誌
分

j
時
一
可
決
さ
れ
た
。
一
{
…
警
雲
警
護
〕
一
一
一
一
一
十
一
億
一
一
一
千
台
と
な
り
、
統
一
ン
ト
、
紅
白
議
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
一
年
金
③
一
回
母
子
準
母
子
章
一
な
い
。

私
た
ち
は
何
を
す
べ
き
か
号
、
主
マ
会
場
教
育
会
館
大
会
警
一
{
決
算
の
撃
に
つ
い
て
〕
一
言
語
疋
予
言
、
吉
沢
小
一
定
予
算
と
詰
せ
る
と
一
雲
一
イ
ク
、
ブ
ロ
ッ
ク
ア
イ
ス
ス
ラ
イ
一
室
長
子
皇
室
礎
年
金
一
マ
対
象

A
Z日
現
在
、
書

し
合
っ
て
い
た
だ
こ

2
「
ま
ち
二
塁
重
一
一
息
子
宮
、
二
主
日
、
一
学
校
移
転
用
地
を
は
じ
め
、
新
金
一
定
五
百
八
十
六
億
一
一
千
万
円
の
一
?
一
③
児
童
扶
養
重
量
古
田
山
福
一
号
年
以
上
住
ん
で
い
る
空

づ
く
り
市
民
の
つ
ど
い
」
を
喜
一
山
中
猛
氏
(
老
人
ク
ラ
ブ
善
一
一
一
十
六
日
の
一
一
一
日
間
決
算
霊
会
毘
公
民
館
皇
室
警
告
三
重
量
と
な
っ
た
。
一
マ
貸
し
出
す
富

5
日
以
内
一
位
手
当
⑤
察
署
李
当
一
み
か
ら
3
決
ま
で
の
毒
害

す

る

。

一

会

〉

一

;

i

l

i

l

i

-

-

1

1

j

i

l

l

一

マ

使

語

襲

一

言

掌

当

(

経

過

草

分

)

一

季

警

持

っ

て

い

る

方

、

ま

た

つ
ど
い
は
、
市
瀬
幸
平
氏
(
関
一
。
鈴
妻
子
氏
(
地
域
婦
人
弱
体
重
襲
撃
量
一
積
[
自
主
-
完
走
、
次
の
と
お
一
マ
申
込
先
地
域
づ
く
量
産
一
③
原
爆
被
爆
者
に
対
す
る
諸
三
百
知
能
指
数
組
以
下
実
(
ミ

奪

実

学

教

授

)

の

「

農

か

な

一

連

絡

会

)

一

越

体

誘

致

の

鱗

擁

韓

留

す

決

ま

っ

た

。

一

生

活

係

(

内

線

一

一

四

回

)

一

の

う

ち

毒

寄

手

当

、

特

別

手

…

し

襲

等

に

入

所

し

て

い

る

方

は

軒

町

立

山

村

山

一

駐

日

諮

問

時

一

第

一

塁

う

f
J会
場

を

一

昨

摂

メ

イ

ン

章

一

I
l
l
i
t
-
-

一

位

宜

野

立

程

一

計

十

量

な

も

の

身

議

ら

意

見

発

表

を

し

て

い

た

だ

き

、

一

・

伊

藤

祐

次

氏

(

青

年

団

協

議

一

一

2高
校

野

空

襲

)

平

塚

球

場

一

国

際

理

解

を

一

際

に

よ

り

2
5主
要
第
一
喜
善
、
注
目
設
が
の
き
、
部

話
し
合
い
に
き
。
重
の
雪
一
会
)
一
平
成
十
年
に
神
奈
川
県
で
第
一
各
種
団
体
の
代
表
者
を
中
心
に
一

3
卓
球
r

盤
保
育
館
…
深
め
る
つ
ど
い
一
止
ど
な
っ
て
い
る
方
を
き
)
の
語
、
本
人
の
預
金
通
様

加
を
。
一
マ
申
し
込
み
霊
か
は
が
き
に
一
れ
る
第
五
十
一
一
量
産
育
大
会
て
平
塚
芸
場
誘
致
委
員
会
」
一

4
バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

見

書

一

一

支

給

対

象

と

な

っ

て

い

る

障

害

児

…

り

受

付

期

間

会

1
日
(
土
)

一
語
、
氏
名
、
重
署
長
一
を
誘
致
し
よ
う
と
、
平
塚
警
は
一
号
室
十
月
に
設
立
し
た
。
一
体
喜
一
盟
事
会
平
塚
支
部
で
は
、
額
一
発
歳
以
上
で
、
本
人
お
よ
び
そ
一
半
日
(
金
)

戸

521fizz-piiエ
/
三

4
7
2
5
s
i
z
t
i
t
t
i
t
i
-
J
一

議

委

員

A
E
で
譲
し
て
き
で
ひ
複
式
テ
ニ
ス
桃
浜
町
長
山
vz
一
際
理
解
を
深
め
る
つ
ど
い
を
棟
一
の
税
法
上
の
滋
養
老
寄
震
が
一
マ
受
付
場
所
橋
一
一
社
総
務
課

ノ

勤

務

協

移

動

物

一

一

計

十

日

JEups-コ同
学

体

育

館

一

六

五

円

主

義

一

持

主

計

量

一

マ

問

い

合

わ

は

当

官

J
J

警

護

憲

莞

賢

官

民

事

一

一

が

れ

れ

閉

山

ト

一

応

は

宝

塚

一

7

日

間

弘

司

神

奈

川

一

詰

d
u
p館
一

し

詰

問

H
J
U引
一

塑構内
ν
ら
つ
か
ホ
ッ
ト
チ
ュ

i
ブ
…
一
市
笠
再
協
会
に
加
明
出
し
て
い
る
慈
一
燥
が
県
子
市
町
村
の
希
望
を
調
整
一
マ
一
ア
i
マ
棄
の
人
々
の
善
一
世
帯
て
次
に
該
当
す
る
方
。

一
一
目
、
安
定
書
す
る
施
設
お
一
レ
て
、
メ
イ
ン
会
場
や
他
の
競
技
一
マ
講
師
主
主
義
論
竺
重
要
と
の
寝
た
き
り
、
ま
た

平
警
で
は
、
全
員
の
皆
吉
ん
す
る
。

~
7
2い
将
来
に
お
い
て
建
設
す
尋
問
を
決
定
す
る

o
E喜
三

豊

富

一

は

痴

ほ

pdど
て
露
介
護
者

に
平
擦
を
P
Rし
よ
う
と
、
桜
木
ホ
ッ
ト
ピ
ジ
ョ
ン
は
、
海
と
山
一
る
予
定
の
施
設
で
、
方
不
均
内
部
誌
な
一
ん
も
ぜ
ひ
、
ご
声
療
を
。
一

V
問
い
合
わ
サ
」
光
地
域
づ
く
り
一
必
要
と
す
る
怒
揺
が
6
か
月
以
上

¥
霊
聞
広
場
甘
さ
一
月
一
…
十
五
日
か
川
、
丘
陵
、
街
の
一
一
部
門
と
七
夕
立

|

{

i

t

|

一
課
雨
空
襲
(
内
線
二
六
包
)
一
続
い
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
方

ら
十
月
一
言
で
一
号
れ
る
横
ま
つ
り
を
立
体
長
て
パ
ネ
ル
川
一

i

一

l

l

一帯

2
2の
障
害
児
童
室
、

浜
博
覧
会
「
Y
E
S
別
」
に
、
展
示
同
大
型
パ
式
ル
に
よ
れ
γ淵

一

ま

つ

つ

道

真

貸

し

ま

す

一

一

襲

撃

誉

主

ま

た

は

掲

季

「
湖
南
ひ
ら
つ
か
ホ
ッ
ト
主

1

喜
来
、
湘
南
平
、
七
夕
ま
つ
山
一

i

…

臨

持

福

祉

特

別

一

三

重

量

会

主

け

て

い

フ

ご

官

出

展

す

る

。

り

、

ば

ら

な

ど

を

紹

介

す

る

。

土

綿

菓

子

機

や

紅

白

幕

な

ど

を

一

給

付

金

の

支

給

一

る

方

(

所

得

制

限

な

ど

に

よ

り

全

ホ

ッ

ト

チ

ュ

ー

ブ

峻

テ

ー

マ

出

展

す

る

場

所

は

「

か

な

が

わ

い

一

一

一

望

撃

止

と

な

っ

て

い

る

方

を

を
か
湘
南
ひ
ら
つ
か
ホ
ッ
ト
ス
ト
プ
ラ
ザ
」
の
中
。
お
山
一
市
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
コ
一
ふ
れ
あ
い
を
求
め
て
活
動
す
る
市
一
淳
生
省
で
は
よ
り
充
実
し
た
一
徐
く
)

ー
リ
1
0
と
し
、
マ
ジ
ッ
ク
ピ
ジ
は
、
ぜ
ひ
ご
察
会
。
一
ミ
ユ
一
一
一
ア
ィ
活
動
を
よ
り
一
喜
一
民
間
体
に
必
要
な
霊
を
貸
し
出
筒
芝
Z

を
員
す
た
め
践
喜
一
マ
支
給
金
額
臨
時
福
祉
持
金

ヨ
ン
と
パ
ネ
ル
茂
一
主
式
で
葬
一
言
行
え
る
よ
う
に
、
市
氏
名
一
す
一
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
重
助
成
備
五
特
別
紙
付
金
吾
支
給
す
る
こ
と
1
万
円
臨
時
介
護
福
祉
金
5
万

ヲぬや

込趨傍

市箆のつどいに参加してあなたのご意見を

一
戸
籍
、
住
民
異
動
、
印
緩
登
録
、
市
税
、
日
出
民
健
康
保
険
、
日
出
民
年
金
、

老
人
医
療
、
公
共
下
水
道
、
児
童
生
徒
、
就
学
、
選
挙
、
現
金
出
納
、

ご
み
収
集
(
可
燃
ご
み
、
可
燃
不
透
ご
み
、
資
漁
再
生
ご
み
て
し
尿

・
た
だ
し
、
土
曜

5
な
の
で
窓
口
業
務
は
午
前
中
で
す
。

・
こ
れ
以
外
の
業
務
に
つ
い
て
ご
用
の
方
は
、
電
話
で
問
い
合
わ
せ
を
。

豊時 男友関わず50歳まで" 3人

総 652円(交通費実費支給〉

罪毒 4月けい 9!J30el (午斡

8持 30分~午後 5時)

-時

@翼耳

。
一
轍
法
捧
相
談

3
月
日
日
(
水
)
、
3
月
泣
臼
(
水
)
、

4
月
5
日(水)、

4
月
比
日
(
水
)

予
約
制
(
篭
語
で
も
可
)
、
日
時
j
t
i
J

四時

。
登
記
、
棋
鋭
、
郡
豊
福
閣
議

4
月
日
日
(
金
)
、
日
時
jjiiiJ

叩即時

三
欝
急
措
談
毎
日
(
た
だ
し
、
土
曜
は
日
時
ま
で
、
日

曜
a

祝
日
ば
除
く
)

。
消
議
集
落
摺
談

3
月
口
臼
(
金
)
、
引
抽
出
(
金
)
、

4
月
7
臼

(金)、

H
日
(
金
)
、
日
時
3
日時

。
定
例
年
金
棺
談

4
月
比
日
(
木
)
、
同
時
ら
花
時

心
理
続
4
2霧
詳
輯
談

4
月
3
日
(
月
)
、
日
時
3
日
時

。
下
鵠
駁
出
引
相
相
談

3
月
四
日
(
木
)
、
日
時
加
分
r
、，M
時

八
〉
役
宅
梧
談

3
丹
羽
田
(
月
)
、
日
時
ら
同
時

を
融
持
少
年
網
棚
談
笈
(
市
民
セ
ン
タ
ー

)
M
i七
一
一
一
一
一

月
5
金
曜
日
9
時
(
う
珂
時
土
曜
日
は
日
時
ま
て

つ
町
四
み
ご
と
は

4
v
ン
ダ
テ
レ
ホ
ン
。

日

ω
i七
八
一
一
一
。

月
3
土
曜
日
9
時
ら
山
崎
時
加
分

綴

社

会

鍋

織

的

ω
i二三一一一一一一

。
む
記
ご
と
相
談
毎
週
月
曜
日
、
日
時
1
日時

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
銭
毎
週
月
1
金
曜
日
、

9
時
1
日時

土
曜
日
は
立
時
ま
で

〈
〉
結
婚
指
鱗
炉
ぷ
曜
日
曜
白
、
四
時
j
t
J

日時

(第
3
日
曜
日
を
除
く
)

〈
〉
母
子
相
銭
毎
理
一
月
5
金
曜
日
、

9
時
i
M
時

。
家
滋
認
識
輔
副
酷
毎
週
月
t

、
金
曜
日
、

9
時
1
日時

。
高
齢
者
機
諜
端
銭
毎
遇
月
j
k
J

金
曜
日
、

9
時
却
分
1
日時

土
曜
日
は
ロ
時
ま
で
(
第
2
、
第
4

土
曜
日
を
一
除
く
)

。
嬬
人
相
談
結
局
第
3
木
瞳
目
、
日
時
t!
日時



ド
と
二
れ
で
、
総
事
業
襲
は
十
二

影

億

八

千

万

円

。

歩

道

の

一

部

を

残

晴

し

て

霊

す

る

こ

と

足

っ

た

こ
の
一
持
通
に
よ
り
、
パ
ス
路
線

四
月

が
一
部
変
わ
る
。
今
ま
で
平
塚
農

準
高
校
符

J

が
す
べ
て
古
川
一
民
病
院
行

醐
八
嬬
壁
土
屋
線
が
一
部
憲
章
葉
霊
(
索
ダ
イ
ク
マ
と
な
る
。
詳
し
い
こ
と
は
、
八
面

は
し
、
四
月
一
日
か
ら
開
通
す
る
こ
凄
U
)
ま
で
の
延
長
五
百
7

十
九
月
広
報
主
義
械
を
参
照
に
。

桝

と

に

な

っ

た

。

隠

貨

は

車

道

九

M

州
、
歩
道
一
一
一
胸
五

合

平

成

一

元

年

春

の

全

雲

通

安

全

運

動

は

四

月

六

日

(

木

)

か

ら

十

音

一

号

、

悲

重

量

紋

を

お

一

か

い

時

間

打

開

バ

日

十

四

対

日

;

?

?

謀

議

を

行一一「日
U
H
H
H
H
H
1
1日
記

二

一

五

日

訪

れ

明

日

時

計

千

刊

目

前

の

す

紛

争

わ

れ

日

時

三

時

日

目

で
し
た
区
域
は
、
大
規
模
地
震
対
策
を
行
っ
て
い
た
東
僑
が
、
こ
の
ほ
六
・
五
灯
、
向
僚
に
歩
道
こ
れ
が

了
故
を
お
こ
さ
ぬ
よ
う
、
芝
、
あ
わ
な
い
よ
う
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

eis--
岳

会

一

芸

子

供

菱

重

放

か

ら

伊

富

措

置

法

に

基

づ

く

避

難

路

に

ど

震

し

、

1

閏
月
八
日
開
通
ず
る
付
い
て
い
る
。

U
U
K
I
l
l
-
-一
人

が

負

返

し

て

い

る

。

一

守

る

た

め

、

子

供

の

感

性

患

っ

記

雲

さ

れ

た

遣

で

、

休

日

急

患

こ

と

に

な

っ

九

ま

た

警

護

に

併

せ

て

市

1
j
/
相

鋭

什

っ

町

ぶ

二

さ

吾

妻

全

運

動

一

て

お

と

う

o

書
診
療
所
交
差
占
知
事
室
署
長
け
替
え
工
事
は
、
常
道
一
長
持
寺
田
君
一
部
道
路
改

「
あ
り
が
と
う

f
F
Y
3

一

一

の

ス

ロ

ー

カ

ン

に

罪

で

あ

る

新

一

字

議

室

骨

霊

祭

イ

需

八

雲

豊

北

側

室

り

燃

の

河

川

改

径

一

霊

に

併

せ

て

行

わ

修

を

行

っ

た

。

f

ご
ざ
い
ま
す
話
場
売
ノ
持
動
宇
一
入
学
(
関
)
児
の
交
一
事
故
に
つ
…
ン
ム

;
i
i
j
i
i
i
i
;
U
j
i
-
-
h
t
i
l
t
j
γ
l
i
i
i

i
は
鱗
協
轡
顎

J

鱗
噛
i
j

譲
二
い
て
は
、
同
年
中
(
幼
児
か
ら
中
一

O
ひ
と
つ
の
も
の
に
注
意
が
向
く
一

O
車
の
下
や
、
路
上
島
壊
、
主
る
。
な
お
、
各
自
治
主
…
平
塚
一
る
樹
木
を
所
有
し
て
い
る
吉
、
一
喜
一
路
在
、
ラ
ベ
ル
の
番
号
を
一
守
問
い
合
わ
せ
先
同
事
業
団

ι

興計「
{

J

B

金
一
学
生
ま
で
)
八
十
件
号
、
一
…
一
と
、
ま
わ
り
の
も
の
が

E入
ら
一
ぶ
傾
向
が
あ
る
。

E
Zの

し
お
り
」
喜
一
巡
回

Zし
て
寄
り
の
お
熊
一
確
で
す
要
事
(
内
線
二
一
(
電
話
お
|
一
一
一
一
一
二
一
五
)

齢
f

〕

一

一

p
¥
f
i
¥

安
孟
人
死
亡
、
八
十
一
人
が
負
傷
し
、
一
な
く
な
る
。
。
チ
枇
円
は
、
大
人
に
冷
へ
て
一
半
分
一
し
協
力
を
お
願
い
し
て
あ
る
の
一
い
を
し
て
い
る
。
ご
協
力
を
。
一
五
凶
工
誌
で
、
ご
連
絡
を
。
一

1
i
{
j
i
i

磯

署

ぷ

幅

短

時

》

通

一

一

そ

の

七

言

が

歩

行

中

の

喜

一

O
一
物
事
室
理
し
か
震
で
き
一
程
度
の
棄
し
か
な
い

o

T
皆
さ
ん
で
一

Zつ
た
め
に
一
な

Zか
り

の

つ

か

な

い

防

一

一

一

一

?

与

離

議
1
¥伊
出
川
バ
イ
謹
一
一
て
特
に
下
校
し
て
か
ら
の
事
故
一
ず
、
主
そ
の
時
々
の
気
分
に
よ

7
2遜

安
全
課
(
喜
一
一
も
、
ぜ
ひ
加
入
し
て
い
た
だ
き
た
一

l

i

l

i

-

-

l

i

l

二

材

山

一

昨

制

覇
題
懇

l
i
-
-
J
4
用

組

一

一

が

[

目

立

っ

て

い

る

。

一

っ

て

蓄

が

変

わ

る

。

一

言

で

は

露

や

曲

が

り

角

で

一

ぃ

。

一

一

一

住

引

早

船

襲
撃
手
L

一

一

一

一

一

子

会

砂

極

h

;

i

I

二

喰

忍

ス

絵

時

議

，

戸

襲

撃

金

一

言

放

の

こ

わ

車

、

多

少

一

o事
条
件
が
警
告
と
、
応
一
幼
児
き
に
な
り
、
視
野
の
狭
一
マ
共
事
関
毎
年
5
月

1
?一
斉

品

誌

を

霧

車

a

一

一

訪

者

i

能
A一

議

識

の

一

の

不

意

ミ

ス

が

あ

っ

た

に

し

一

周

動

作

が

で

き

な

い

。

一

い

幼

児

の

役

雲

体

験

で

き

る

一

A
m
i
-臼

か
ら
加
入
一

J
?
;
3
2
2
一

一

三

?

合

議

離

瀞

議

官

一

主

山

崎

町

民

同

町

村

長

訂

弓

れ

一

し

刊

誌

品

目

的

章

一

日

日

目

当

日

)

喜

代

身

一

的

歳

以

上

の

方

事

業

冨

へ

一

一

Z
Z
一

f
L、
議

緩

際

R
L

，

一

一

一

一

二

と

唄

万

四

訓

示

日

目
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童患452号冠王鰻ひらつか

争入場料 S常 3.500円 N管3，OO()円

日席2.500円

φ前ヲ在# 発売中

・市民ゼンタ (1歩32-2235)、ヤ〆レイ

レコ ド(法23，2685)、楠本尾楽器f占

ぽ宏22.3113)、サクラ怒定本庖(画21

0175)、ヨネグワ楽器(強23-70ヨ7) 花

水務怨(務312713)、文栄営 f祇

63)、なでしこ務房〈塘34.2286)

住民異動届は、選挙、就学、留民年金、扇民健鹿保

険、子前接種、印鑑証明怠どのもとになる重要なもの

です。往所が変わったときは必ず14日以内に届け出を

してください。

届け出には、その方の氏名、性所、異動した年丹日、

従前の住所等がわかるようにし、本人または世帯主等

が届け出ることになっています。

うその届け出をしたり、正当の理府がなく届け出をお

こたった場合は過料が科せられる場合があります。

疑担当 市民課市民異動保(電話23-1111内 綿236)
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3守19昌〈語)
スタート午前9時平塚線技場

{コース〕
・第 1区平車競技場横内中学校 8.8回

・第 2f;K 横内中学校一豊田新幹線手前 4，7km 

a 第 3区 霊童図新幹線手前一みずほ小学校 4.8km

-第 4区みずほ小学校吉沢小学校 7.0回

・第 5区 吉沢小学校 山城中学校 5.7km 

全長 5区 間 31km 

とき
、、，汚 S

荒 天中

時晃司出船午前8時 30分

納さお午後2時 30分

り場 王手塚沖

方 法 さ お 1本 、針 2本、おもり 10号-15号

えさジャリメ(当ヨ本部で販売)。

審査は白キス 5尾までの襲撃。

草壁掲と普参加料 高校生以 4500円

方法 次の 平塚 潜釣 り真f苫へ、直接又は霊童話で。

丸霊童話21-1312 主三郎丸電話21-1012

丸電話22-5956 浅八丸電話21~-0904 

+ム後臼
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え旦北公民館

中原公民館

域島公民館

大久保公鴎

金巴公民館

大神公認書官

南車、公民館

大里子公民館

平場保健所

喝人公園

土展公民館

真巴神社

出村八坂神社

豊悶公民銀

月見公瀬

徳延神社

桃浜公密

金 限 公 民 館
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〉
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海
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学

く)，主義守合体事著書蓄(電話31 却 57)

・開放鴇自 卓球、ハにミントン、パスケッ

ト、軟ベ控球 (~16日手〉 ハレ… ¥16時叶

3丹 諮 ( 月 ) 午 穣 2時~午議 8時

• 4月 10沼{月)ノ/

4 )寺24日(月 '1
Eヨ〈メこ〉

午 後 l時 30分 -3R寺30分

ころ 中炎公民妻家主レ

傘ゲスト 大手話E怒りっそ子i窓会、

{出演議]つるみね幼稚鴎、大原ノ校、平塚

童謡の会、アンサンプjレやよい、崇善仁校

入場は自由(満員になりしたい締め切り)

岨問い合わせ や央公民館電話34--21日

とをき

E語撒iこ事1)，胃でき害ます

ただし、広告用はできません



(6) 

ひ ら つ か カ ル チ ャ ー 教 室 で は 、 4月開講 の講座の中で、次の

講肢について再募集をおこなっている。

{文章の書き方入門} 募集10人

・期間 4月 13日(木) ~9 月(第 2 、 4 木曜日 13 : 30~) 

・受講料 12，000門(全12百]分)

(;;j;::を読む著書く味わう] 募集20人

・期間 4月 22日(土) ~9 月(第 2 、 4 土曜日 10 : OO~) 

・受講料 10，000円(全1O@]分)

{議選の滋5をとスライド鑑賞] 募集20人

・期間 4月 5臼(水) ~3月(第 1 、 371<耀臼 13: 3ひ-)

・受講料 12，000伺(前期12四分)

[楽しい切り絵@カッティングアート} 募集15人

・慰問 4月 13日(木) ~3 月(第 2 、 4 木曜臼 10 : OO~) 

・受講料 11， OOOPJ (前期lH自分)

{日本人形} 募集15人

*期間 4月 12El (水) ~3 丹(第 2 、 4 水曜日 10: OO~) 

・受講料 11，000内(前期1l[9J分)

{竹嘉数受] 募集20人

・期間 4月 13日(木) ~3 月(第 2 、 4 木曜日 13: 30~) 

・受III斡ヰ 12，000内(前期12feJ分〉

{御殿まり] 募集15人

・期間 4F14日(火) ~3 月(第 1 、 3火曜日 13:30-) 

・受講料 11，000内(前期日開I分)
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ニ
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菱
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。
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蒸
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イ
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。
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な
ど

に
配
布
さ
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て
い
る
。

「調除

」鯛瞬
移動ll<J蓄量官あおぞら号では、 1屈

に約2，000冊の書籍者用意し各地域

を巡 閲し て いる。ご利用を。

{一般民]き〕

も んペ讃歌 大塚京子

人 体 汚 染Q&A 渡辺雄二

忙 し マ マの安心離乳 米山玲子

アンデルセンを食卓に 井土慢

401'1:からの山歩き入門 浅野孝

その 気にさせる嬰野監督術

ピ工本二J孟系i

神津家は11人 神津カンナ

塑マルコ殺人事件 塩野七生

小 名浜 ストーリー 函館女子子

子 ど も の目が良くなる本 主妻美纏ゴ

っ;まい 君日司茅Jた

※松延小学校

金 目 小 学 校

※みずほ小学校

※万回民軍市営住宅

海宝寺

※豊田公民館

※田村ちびっ子広場

域 島 公 民 館

古美術祭演会

製作するときの心について講損する 0

・日時 3月25日 (土) 19時-21時

対象脅f年50人〈曲込急'IJ>
・講師誼の子選制砂市~所所長藤田昭子氏

f<初，心者の速記教家

速記を基礎から学ぶ0

・日程 4月 4臼-6月 6日の毎週火曜日

.u幸信自 19"寺へ.21摂子

-対象背年、一般30人く申込制〉

・材料費 3，000円

す少年少女養部撤笈 I

みんなで翠しく粘土で造形を学ぶ。

-日韓 4月 8日- 7月29日の毎週土曜司

(4月29泊、 5月 16日は除く)

・時間 14時 -16時
・対象小学4年生~中 学 3年生く申込制〉

・材料費 1，500円

'持ってくるもの草Hニベら

女体露国 毎週月曜日、 3月21日
食帯少年金舘

千2~桟間町12-41 電話32-7029

f<j事物室宮公募写糞展

写真展のテーマ「相模I11琉輔の自黙と文化」

を皆える応募作品147点の中から選ばれた檀

秀賞10点、入選17点をはじめ、全応募作品を

展示する外、博物舘所蔵の古い写真も公開す

る。

・期間 3月四日〔日) -4月23日(日〉

・ 会 場 博 物 舘 特 別 躍 示 室

合体2韓日 毎週月曜日、 3月21目、月末

会博物輯 〒出境問町12-41 電話33-5111

-対象 自治会、子棋会などの図体

・利用法 登鵠カードに必要事噴を記入し代

表者印を押して申し込む。

・貸出点数と期間 16ミリ暁酉フィルム 上映

時間が合計 3時閉まで、賞し出しは 7日以内。

腕写機材等 2点まで、費し出しは 5日以内。

台関離時揮

貸出室、番考室

} 火~日曜日 9時~随時'50分
金噂日のみ 9時-18時 50分

省こども室 火~土曜G 13時-16時50分
日曜日 9時-H時50分

合体館密 樟週月曜日、 3月21日、月末

す E罰護措官 千出世間町12-41 電話31一一0415

こぶたがずんすん 長新太

おたんじようびブレゼント

口ッにーヰャンベル

もぐ らち ゃん の お ね し ょ

姑〈々 ノホ千三子三

はた ら く テラシマくん所ジヨ ジ

マジ ック 先は魔法っかい

ハンフリ)台カーベンター

ま い ご だ ヒ ィ かみやしん

ケチケチマンとおにいちゃん

五少日， 5.ム
おい しく つくっておやつのじかん

藤井洋子

保育閣のすきな子ザlレのもんちゃん

坂井ひろ子

屋 根の tの海賊 ヨ ー ・ ス ベ ツ ム

とぼけたとほけた月火水木金土

際問美代子

会わらべううた綴喜重緩

明治生まれの「文部省唱歌」、大正ロマン心

中に花開いた「劇作童話 jそして汀Fヨ時代か

ら歌い継がれてきた「わらベうたJなどはい

つも速く幼い臼の患い出を語ってくれる。

設語研究家疋田イ言一郎氏自撮られた写真と

ともに、わらべうたのふるさとを訪ねる。

・期間 3月22日付文)-事月 4日{火)

・会場 図書館 2階説話室'

女こども綾葱会

lQi3月四日{羽〉四時、 14時 3措ホーノレ

「がん培れ五色桜 21分
「ちびくろサンボ 13分

「ながぐっをはいたネコ 13分
{新着フィルム・アニメーション)

rQ4f'j16S (毘) 10時、碍 3賭 ホ ノ レ

「ミツキーマウスと魔法の帽子 10分
「幸福の王子 13分
「やまあらしがやってきた 10分

(新著フィルム@アニメーション)

合理是霞フィルムの貧しと起し

視聴覚ライブラリ では、 16ミリ映画フィル

ムと映写機を捷し出している。ご利用を。

会自然観察会

新輔の林をさ多きながら植物や昆虫を観察し
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マ

問

い

合

わ

菜

襲

毒

嬢

一

午

後

2
時
妊
娠
中
毒
一
後
の
栄
一
オ
ル
(
幻
自
)

方

。

誌

一

室

譲

訟

で

子

宮

が

ん

検

診

E
U章
一
づ
く
り
係
(
喜
一
五
九
)
一
義
(
調
理
事
皇
室
食
)
一

出
T
A
l
i詰検診
Z
E夜

一

母

親

父

親

教

室

一

マ

立

話

話

時

は

げ

ド

一

療

機

関

一

寸

前

期

(

妊

娠

6
か
月
ま
で
の
方
)
一
を
。
最
終
日
は
お
父
さ
ん
も
ご
一
一
族
を
対
象
に
、
悩
み
な
ど
を
詰
し

一
申
し
込
み
は
、
直
接
医
療
機
関
一
・

4
R
3日
午

後
1
持
ぬ
分
1
一

絡

に

。

一

合

い

な

が

ら

交

流

を

は

か

る

つ

ど

一
へ
。
な
お
、
検
診
当
臼
は
保
険
一
品
張
中
の
体
家
主
化
了

4
月
例
日
号
後
会
初
分

1
い
が
開
聞
か
れ
る
。

一

l

i

l

i

-

-

l

i

l

i

-

-
ー

一

品

お

産

の

進

み

方

一

7
日
時

3
月
百
(
月
)
午
後

一

く

ら

し

の

勉

強

会

一

ω宇
語

一

i
月
昔
日
午
前
9
詰

宇

一

1
雲

分

1
3詰
分

一

一

マ

講

師

公

認

会

計

士

原

書

一

江

誌

分

咲

一

部

「

生

命

量

二

マ

会

場

平

機

義

務

講

堂

一
消
費
税
を
学
ぶ
く
ら
し
の
勉
強
二
消
襲
と
埜
ち
の
暮
ら
し
}
一
赤
ち
ゃ
ん
の
お
ふ
ろ
(
実
習
)
一
マ
申
込
冗
平
塚
一
保
健
所
保
章

一
会
が
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ
一
マ
品

3
品
目
(
火
)
量
一
マ
雲
苦
る
も
の
母
子
健
康
子
一
審
雲
i
O
一一一一
O
)

一
(
M
Nピ
ル
)
で
開
か
れ
る
。
定
一

1
侍
初
分
1
2
3降
初
分

一
員
各
百
七
十
人
。
一
一
〉
講
説
経
済
評
論
家
山
本
雄

一
{
わ
か
り
や
す
い
消
欝
税
の
佼
組
一
一
一
郎
氏

一

み

〕

一

申

し

込

み

は

、

地

域

づ

く

り

課

マ
臼
時

3
同
月
お
日
(
金
)
午
前
一
市
民
生
活
係
(
内
線
二
六
一
一
一
)
へ
。

護費欝 1潮 対象は 3か月以ιt-_4続 永

満む乳!);ゾム 3週間から 8活問的

作引再で 3 受ける。

護憲欝 2鰯 窮 1閣の 3回目白接揖

から 1年以ょ 1年 6か月以内によ

回受ける。 5歳 6か月に連 Fる

まで受けられるが、 4歳までに終

了することが望ましい。

額開業民、病読で接穏できる。接種

日は医師とよ相談を。

離料金無料

盟探険Z正、母ヂ健鹿手帳を持参

盤 受 付 午 後 1時時

J 鶴会場保健センター

撞母子館旗手帳車問号、筆言日用

具、歯ブラシを持参

(3カ、月児]

・4月 5 63起 12月 1f:-l~10 臼主主

事 4月19E1 63恒 12月日--20B生

・ 4月26口 63'I:f-12J-l21日 ~3H_]:主

[l車6か汚泥]

省 4月 4Ei 62年10月 1 日~1O日生

・4月11日 62年四月日目、 20日生

・4丹羽田 62年 10月21日日メ主

[ 3叡初

・4月 6日 61年 2 月 1 日 ~9 日生

・4月初日 61年 2月 10日、 18日生

4月27日 61年 2月四日--28EJ句

〈ア〉

骨揮瞳センタ

中!R34-17 電話34~-0311

申平嘩需憧所

豊鹿 町 6-21 電諮問一0130

開対象 自白ぜきの予間接種を受け

る必要のない乳幼児。

・第 1期 3か月以上 6措米満の乳

幼児。 3週間から 8還問白間隔で

3回受回る。

・第 2期第 1期の 3由自の接種日

から Z年 以 上2年 6か丹以内に 1

関空ける。

醐J接種方法 市民病続・共持病院の

みで年間を通じて接撞できる。接

種目は間病院にご相談を。

醐料金無料

購楳検証、母子館長策手械を持参

、ソ

キ
扱
ト
込
む
こ
と
に
上
っ
て
…
一

も
お
こ
る
こ
と
が
あ
る
。
一

般
状
は
激
し
い
せ
き
が
続
…
一

い
て
お
こ
り
、
た
ん
が
そ
の
…

都
度
吐
き
出
さ
れ
る
。
さ
ら
い
一

に
紹
留
に
感
染
す
る
と
、
員
一

色
な
い
し
緑
色
に
変
わ
っ
た
一

た
ん
が
気
遣
に
つ
ま
り
出
に
一

く
く
な
る
。
発
熱
は
み
ら
れ
い
一

な
い
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
一
一

せ
き
の
た
め
に
鈎
に
痛
み
を
ニ

感
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
一

軽
い
症
状
な
ら
家
庭
箔
療
サ
十

で
寸
分
冶
る
が
、
症
状
が
長

引
い
た
り
、
熱
や
呼
吸
閉
山
難

が
現
わ
れ
て
荷
主
九
と
き
に
は

早
め
に
径
約
の
診
療
を
受
け

る
こ
と
が
必
裂
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
空
気

の
き
れ
い
な
暖
か
い
加
漉
し

た
部
原
で
安
静
に
す
る
と
と

が
大
切
で
あ
る
。

勤労会館電話32~3355

。察公庁、務議事、その協の毒事務皇室会
・とをき 4月 2白{巴)午後 1持 o分~

・ところ MNピル H皆北側広場

滋雨天の場合は 4fヨ9日(日〕に臓延

ー串し込み 趨こI 会議所へ。電話22-~-'25 1O

く〉平塚劾蕊労の務予選会
e とさ苦 4月日(金)午後 6時~

・ところ 勤労会館

・申し込み地区労へ。帯J言'622--5279

0王子主軍機箆鈎認の護震予選会
-とき 4月13Eヨ(太)午後 6時~

・ところ 勤労会箆

・ 申 し 込 み 地 区 南j盟へo 電話21-7140

3 J'j 26 fl (臼)
午 後 2時機演

ところ 子行民センター

演奏平塚吹奏愛好会
。盛割問 ドラゴン・クエスト特集(口ト

のテーマ冒険の旅、そして伝説へ外〉、

サウンド・オブ・ミュージツ夕、王禅

と私外

。入場線料入場希望者は、市民センタ

、市役所受付、中央公民館、各地区公

民館 に 整 理 券 が 用 意 し で あるので、お受

け取りを。

※問い合わせ市民センター電話32~

2235 
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公
民
館
輯
内

職
員
京
生
時
の
留
守

黍
守
を
し
て
も
ら
う
管
理
人
を
募
集

す
る
。

守
応
募
資
格
市
内
に
住
む
調
印
語

以
下
の
婦
人
で
、
配
揖
者
と
住
み
込

み
肯
能
な
方

マ
勤
務
場
誘
南
原
・
大
神
各
公
民

館マ
手
当
月
額
二
万
七
千
百
円

マ
管
理
人
室
(
大
神
)

6
盤、

6

畳
、
台
所
、
搭
室
、
へ
南
膜
)
6

壁、

4
・
5
盤
、
台
所
、
搭
室

マ
入
国
拍
手
定

4
月
上
旬

マ
応
募
期
限

3
月
目
白
(
木
)

マ
荷
接
呂
3
月
訪
日
(
火
)
午
後

1
時
、
社
会
教
育
韓

応
募
さ
れ
る
方
は
、
市
販
の
屑
産

審
(
宜
業
器
付
)
を
社
会
教
育
課
社

会
教
育
部
(
内
繍
五
二
回
)
へ
。

い
の
な
い
よ
う
に
ロ

マ
現
行
の
椙
南
M
M
向
間
輔
が
、
東
海

道
本
選
り
か
ら
明
石
町
通
り
に
経
由

変
更
。
(
平
嘩
釈
1
明
石
町

1
中
里

1
農
業
高
緩
1
湘
南
臼
向
筒
)

マ
現
行
の
諏
訪
町
経
南
幾
業
高
校
緯

が
、
市
民
病
院
ま
で
延
長
。
(
平
塚

駅
i
諏
訪
町
1
農
業
高
校
1
市
民
痛

院
)

守
神
奈
川
大
学
平
塚
キ
ャ
ン
パ
ス
の

開
校
に
よ
り
2
路
緯
が
新
設
。
(
平

揮
駅

L
東
海
道
本
通
り
1
中
沢
鴇

1

神
奈
川
大
学
)
、
(
事
野
総
'i!?
十
一
麗
橋

1
神
奈
川
大
学
)

マ
関
崎
地
反
に
2
路
綿
新
設
。
(
研

勢
原
駅
南
口

3
大
句
l
み
ど
り
ケ
丘

3
ふ
じ
み
野
1
伊
勢
原
車
庫
)

マ
平
壇
品
駅
発
四
時
以
障
の
高
村
問
地

行
が
山
下
白
地
経
由
に
変
更
。
(
平

田串駅

t山
下
沼
地
1
高
村
田
地
)

詳
し
く
は
、
商
工
課
工
盃
指
揮
(
内

組
五
五

O)
へ。

一

絵

付

金

の

翁

求

を

一

昭
和
白
年
四
月
1
5
か
ら
受
け
付

け
て
い
る
戦
傷
病
弱
等
の
妻
の
特
前

給
付
金
は
、
平
成
元
年
四
月
1
日
以

控
は
時
効
区
よ
り
請
求
で
き
な
く
な

る
。
ま
だ
請
求
さ
れ
て
い
な
い
方
は

9
月
却
自
ま
で
に
手
続
き
を
。

ヤ
時
前
と
な
る
特
別
給
付
金
(
国

憤
)
の
橋
絹

・
第
6
Mぬ
号
の
国
慣
(
第
2
回
ぬ

号
の
継
続
分
)

a

第
四
回
い
号
と
第
日
闘
い
号
の
毘

檀
〈
第
6
闘
い

1
D号
、
第
8
聞
い

ー
は
口
言
継
続
分
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
県
畢
護
課
(
篭

話
O
四
五
;
一
一

O
一
一
一
一
一
内

線
五
五
六
二

神
事
早
川
県
聴
覚
障
害
者
親
白
金
で

は
、
手
話
に
よ
る
ダ
ン
ス
の
会
「
ハ

イ
ビ
ス
カ
ス
の
部
罵
」
を
開
く
。
入

場
自
由
。

マ
日
時

3
月
四
日
(
水
)
午
佐
3

時
1
2
4時
却
分

マ
会
場
中
央
公
民
館

守
問
い
合
わ
せ
一
先
福
祉
総
務
謀
更

生
福
祉
九
時
(
内
緯
二
三
)

一
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
議
獲

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
考
え
る

高
校
少
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
聾
成
講
勝
が

開
か
れ
る
。

マ
臼
程

3
月
間
百
(
白

)js油
田

(火)、

2
泊
3
日

マ
会
場
県
立
期
南
青
少
年
の
家

マ
対
象
高
校
生
却
人

マ
講
師
神
奈
川
県
聴
覚
障
害
者
親

の
合
会
長
古
木
美
智
子
氏
出
か

7
内
容
野
外
炊
事
、
キ
ャ
ン
ド
ル

フ
ァ
イ
ヤ
i
、
ワ
オ
ー
ク
ラ
リ
!
、

話
し
合
い

マ
費
用
無
料

マ
申
込
先
県
立
指
南
背
少
年
の
家

(
電
話
出

l
O六
七
六
)

平
嘩
税
務
暑
で
は
、

4
月
1
5
か

ら
課
税
さ
れ
る
市
費
税
に
つ
い
て
自

説
明
金
を
開
く
。

マ
期
日

3
月
却
日
へ
木
)
、

4
月

4
一
回
(
火
)

・
時
間
午
後
2
時
部
分
1
4時
却

L
J
 

4
フマ

会
場
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

マ
内
容
消
費
税
の
宏
司
納
付
手

続
ぎ
な
ど
の
基
本
的
仕
組
み
と
、
相

務
署
に
提
出
す
る
届
け
出
響
類

な
お
、
消
費
税
に
つ
い
て
は
、
同

税
務
署
関
税
部
門
(
襲
設
!
一
四

0
0内
綿
二
一
二
一
)
へ
お
問
い
合
わ

せ
そ
。

マ
申
込
期
限

3
月
白
日
(
金
)

ヤ
申
込
先
平
塚
商
工
会
議
所
(
電

話

n
L
一五一

O)

県
立
厚
木
南
宙
開
等
学
校
ピ
は
、
家

庭
や
仕
事
の
都
合
で
盤
日
連
学
で
き

な
い
方
の
た
め
に
、
平
成
一
元
年
度
の

通
信
制
過
程
生
提
を
募
集
す
る
。

マ
募
集
期
間

3
月
剖
臼
(
月
)
J
3

4
月
4
5
(火
)

マ
出
商
量
巨
額
入
学
願
書
、
調
査
書

詳
し
く
は
、
同
校
(
電
話
O
四
六

二
部
五
三
四
六
)
ヘ
ロ

一
関
骨
量
一
教
憲
一
を
醐
聞
く

7
臼
時

3
丹
田
臼
(
土
)
午
前
9

時
却
分
4
日
時
油
分

守
会
場
県
農
業
会
舘
(
駅
南
口
)

マ
講
師
閣
芸
相
談
員
向
後
一
一
一
春

氏マ
内
容
春
愛
野
菜
の
作
り
方

マ
問
い
合
わ
せ
兎
J

県
湘
南
関
芸
相

談
セ
ン
タ
ー
(
宮
里
怒
1
0笠
喜
一
)

円
、
湘
南
璃
友
会
一
万
円
、
中
部

組
行
平
寧
支
出
職
員
同
五
万

円
、
榔
川
透
一
一
-
子
円
、
出
馬
幼
稚

園
運
営
委
員
会
三
千
六
百
円
、
長

持
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
愛
好
会
五
下

円
、
千
葉
光
男
五

τ円
、
千
草
ミ

ヤ
子
一
万
円
も
つ
く
d

肴
議
掃
家

政
婦
紹
介
所
万
円
、
高
野
山
金

剛
講
相
武
本
部
調
官
支
部
九
千
五

百
二
一
十
肉
、
越
水
探
亮
万
五
千

円
、
福
祉
会
館
老
人
セ
ン
タ
ー
利
用

者
一
千
九
百
一
二
十
円
、
鈴
木
鶴
枝

三
千
円
、
小
川
芳
秋
十
万
円
、
渡

辺
道
韓
三
壬
一
一
百
一
一
十
円
、
東
海

X
学
院
詳
技
術
短
期
大
学
第
四
割
南

鴎
祭
実
行
委
員
会
十
四
万
二
千

円、

A
え
輝
彦
百
万
円
、
荒
川
計

三
百
万
円
、
穣
名

(
2件
)
一
万

二
千
七
百
二
十
円

マ
社
金
福
祉
へ
・
噛
崎
輝
夫

千
円

マ
葱
ま
れ
な
い
?
?
へ
・
磯
崎
勉

一
千
円

マ
交
巡
遊
兎
へ
・
秋
山
と
よ
子

六
千
三
百
一
一
十
八
円
、
若
あ
ゆ
り
会

二
万
八
千
五
百
円

。白緩

3 月 20臼

(月) 10時~

15時紅谷パ-

jレロド、 23

臼 (ホ二) 10E寺

'-""-12時平壕駅

南口、 30El 

(木) 10時'~15時紅谷パーノレロード、 4 H 3 E1 (月)

10時~15時平塚駅南口、 8 El (土) 10時 ---15島知工谷パ

ーjレロード、 15日(土 10時 ~15時ダイクマ平芸家活

く〉ご協力ありがとうごぢいました(2m→敬称略

湘南地区行政セン夕 、住友重機械工業、平塚議業、

ウスミハム、日産車体、，'J寸去電子金属、平塚ライオン

ズクラブ、高砂香料工業(以上団体のみ)
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第 452望号

口センター
の
写
し
、
印
鑑
登
録
窪
田
明
、

籍
臨
ヤ
抄
本
、
年
金
現
況
居
、

税
務
藷
証
明
な
ど
の
証
明
交
付

業
務
を
待
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し、
γ

登
録
、

マ
日
程

4
R
3
B
(月
)
3
6月

7
日
(
ホ
)
ま
で
の
全
出
回
〈
遇
2

1
3
日〉

時
間
午
後
6
時
1
8時

中
会
場
平
時
期
工
会
議
第

マ
畳
講
料
一
万
八
千
五
百
四
十
円

生
毒
死
亡
。
婚
姻
な
ど
の
届
け
く
て
利
用
し
に
く
い
こ
ξ
も
考

出
業
務
に
つ
い
て
は
、
国
の
委
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

A
「
後
の
利

任
事
務
と
の
関
連
で
、
滋
完
付
沼
状
況
や
皆
さ
ん
の
司
遠
見
を

う
予
定
ぽ
あ
り
ま
せ
ん
。
お
開
き
し
な
が
ら
増
設
を
検
討

ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
は
公
民
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

館

の

中

に

併

設

し

て

あ

る

た

め

す

。

(

市

民

線

)

ス
ペ
ー
ス
が
十
分
と
は
い
え
揖
市
へ
の
ご
意
克
、
ご
要
望
な

ず
、
ム
「
後
施
設
の
改
修
を
行
つ
ど
は
、
お
気
軽
に
広
懇
諜
広
練

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

あたたかい社
会
福
祉
基
金
は
、
地
域
福
祉
示

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
捷
わ
れ
ま

す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
平
塚
市
社
会
福

祉
協
奏
三
電
話
泊

i
一
一
一
一
七
七
)

へ

。

(

靴

称

略

)

語

審

投

棄

へ

・

ゼ

ン

セ

ン

同
捜
権
問
牌
労
融
組
合
六
万
六
千
四

百
二
十
六
円
、
平
理
西
工
業
技
荷
高

校
生
徒
会
じ
千
七
百
九
十
二
円
、

吉
田
史
朗
一
万
円
、
不
二
華
字
理

工
場
医
務
室
一
二
千
七
百
…
一
十
-
一

円
、
犯
人
会
一
千
円
、
中
村
伝
五

郎
一
千
円
、
伊
藤
エ
リ
カ
一
千

円
、
情
聴
篤
世
一
千
円
、
伊
藤
陽

子
三
千
円
、
研
蒋
英
光
三
千

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
は
、
ス
ポ
ー

ツ
に
関
す
る
講
習
会
、
ス
ポ
ー
ツ
団

体
に
対
す
る
助
成
な
ど
に
便
わ
れ
ま

す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
平
壇
市
ス
ポ
ー

ツ
振
興
財
包
(
電
話
詰

i
O
一
O

+

一

)

へ

。

(

敬

称

略

)

マ
ス
ポ
ー
ツ
滋
興
基
金
へ
・
草
塚

市
テ
ニ
ス
協
会
三
十
万
円
、
平
器

市
大
型
窓
会
六
万
円
、
山
崎
寵

一
万
円
、
平
塚
み
ど
り
ケ
丘
自
治
会

一
一
万
て
千
九
百
円
、
岬
げ
撃
義
製
作

所
五
千
円
、
石
川
春
枝
三
千

円
、
匿
名
一
万
三
千
円
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